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統合型グループウエアパッケージ"Groupmax”によるオフィスワークソリューション

Groupmaxは,コミュニケーション,文書情報管理,組織情報管理,業務支援,および操作支援の五つの側面からオフィスの共同作業をトータ

ルに支援する｡

現状の多くのオフィス環境では,｢情報の伝達が遅

い+,｢必要な情報をすぐに取り出せない+といった

問題を抱えている｡こうした問題を解決し,オフィス

の業務効率を向上させるソフトウェアツールが,統

合型グループウエアパッケージ"Groupmax''である｡

Groupmaxでは,オフィスの知的生産に関係する

非定型業務での共同作業を支援するグループウエア

機能として｢コミュニケーション+,｢文書情報管理+,

｢組織情報管理+,｢業務支援+,｢操作支援+といった

側面から電子メールを筆頭に,文書情報管理,スケ

*口立製作所ソフトウェア開発本部 **円立製作所公共情報才幹業部

ジュール管理,電子帳票などの各種グループウエア

機能をトータルに提供するとともに,個々の機能を

有機的に連携させることができる｡さらに組織階層

への対応,電子なつ印といったわが国の企業文化に

最適なシステム運用形態を実現するとともに,情報

の機密性を確保する強力なセキュリティ機能を提供

する｡また,ワープロ(ワードプロセッサ)･表計算

などの流通アプリケーションとの連携,他社電子メ

ールとの接続によって既存のユーザー環境へのアド

オンを可能とする｡
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山 はじめに

｢紙の書類中心で情報の伝達が遅い+,｢机の上が書類の

山で必要な情報をすぐに取り出せない+といったオフィ

スの問題を解決し,オフィス業務の効率向上を実現する

手段として,電子メールを筆頭とした｢グループウエア+

の必要性が求められている｡

オフィスでは,｢検討･判断+,｢情報の流通+,｢書類作

成+といった業務があり,これらは組織あるいはグルー

プといった単位で完結するものとなっている｡このよう

な｢組織+,｢グループ+での作業を支援するために,さ

まざまな情報を｢メンバーで共有する+,｢メンバーに伝

達する+または｢その状態･流れを管理する+といった

機能を持つシステム形態のことを,一般に｢グループウ

エア+と呼んでいる｡なかでも,作業者の間をある定め

られたルールに基づいて流れを制御したり,またその状

態を管理したりするシステム形態を｢ワークフロー+,｢ワ

ークフロー管理+と呼んでいる｡

｢オフィスの生産性向上=スピードアップ+には,｢情

報伝達のスピードアップ+,｢情報の迅速な入手+,｢時間

や空間の制約を越えた情報の共有+が不可欠であり,こう

した情報環境を提供するのが｢グループウエア+である｡

日立製作所はこれまで,こういったオフィス業務支援

について,電子メールシステム"MAILSERV”,統合文

書情報システム"Bibliotheca'',業務用ソフト開発･実行

支援システム"OASQUARE'',およびスケジュール&コ

ミュニケーションツール"Appomouse''といった個々の

製品技術で対応してきた｡今回は,グループウエア･ワ

ークフロー対応製品としてGroupmaxを提供することと

した｡

Groupmaxは,オフィスの非定型業務での共同作業を

支援する電･丁メール,文書情報管理,スケジュール管理,

電子帳票などの各種グループウエア機能を提供するとと

もに,個々の機能を相互に有機的に連携させ,さらに,

定型業務の電子化･自動化による業務改善を支援するワ

ークフローシステム"Flowmate”1)とを組み合わせた統

合型パッケージである｡

Groupmaxは,オフィス業務を｢コミュニケーション+,

｢文書情報管理+,｢組織情報管理+,｢業務支援+,｢ユーザ

ー操作支援+といった側面からトータルに支援すること

によ-),組織･グループの各種業務,あるいは個人個人

の実作業を円滑に遂行するための環境を実現し,オフィ

ス業務の効率向【L･企業情報の戦略的活用･意思決定の
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迅速化を図るものである｡

ここでは,Groupmaxが提供するグループウエアとし

ての各種機能について述べる｡

B グループウエア機能の概要

2.1提供機能

Groupmaxでは,グループウエアとして,次の七つの機

能サービスを提供する(図1参照)｡

(1)電子メール,電子掲示板(GroupMail)

組織内の円滑な情報伝達,業務情報の共有･意見交換

を支援する｡

(2)ファクシミリ連携(GroupFax)

既存のG3ファクシミリを有効活用し,ファクシミリ

とパソコン(パーソナルコンピュータ)の間での文書送受

信により,文書配布の効率を向上させる｡

(3)文書情報管理(GroupInfoShare)

文書のファイリングの手間を省き,文書を整然と管理

する｡情報の共有･再利用を促進するとともに,必要な

情報へのアクセスをスピードアップする｡

(4)電子アドレス帳(GroupAddress)

組織階層･職制に対応した個人･組織情報の検索･紹

介を行う｡社員録などとしても対応できる｡

コミュニケーションを効率化
したい･速〈,確実に情報を

伝えたい･集めたい

コミュニケーション支援

●電子メール･電子掲示板

●FAX連携

組織の情報を一元的に管理L
たい･メンバーのスケジュール

調整を容易にLたい

組織情報管理支援

●電子アドレス帳

●スケジュール管理

ファイリングの手間を省きたい･
必要な情報はすぐに入手して,

加工再利用Lたい

文書情報管理支援

●文書管理

グループウエアによる

ソリューション

自分の机で仕事するよう

に操作したい

操作支援

●統合作業環境

非効率な帳票業務を

何とかしたい

業務支援

●電子帳票

図IGroupmaxが提供するグループウエア機能

Groupmaxでは正確かつ迅速な情報伝達を行うための｢電子メー

ル+,組織の情報を一元的に管理する｢電子アドレス帳+,スケジュ

ール調整を行う｢スケジュール管王里+,書類のファイリングを支援す
る｢文書管理+,帳票業務を改善する｢電子帳票+,操作を支援する

｢統合作業環境+を提供する｡
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(5)スケジュール管理(GroupAppomouse)

グループのスケジュールの確認･調整を行う｡

(6)電子帳票(GroupOASQUARE)

帳票･伝票を紙のイメージのままで電子化する｡

(7)統合作業環境(Groupshop)

グループウエア作業を統合的に行うため,パソコン画

面_卜にデスクトップ環境を提供する｡

2.2 システム構成

システム構成を図2に示す｡

(1)クライアントサーバ構成

Groupmaxは,クライアントサーバ対応のソフトウェ

アであり,サーバにR立の3000ファミリー(HトUX/WE

2)を,クライアントに日立のパソコンFLORAシリーズ

および他社パソコンを使用し,サーバ･クライアント間

はTCP/IP※1)で接続する｡

(2)マルチサーバ構成

LANまたは広域綱(WAN:WideArea Network)で

接続されたほかのサーバとのマルチサーバ接続を行うこ

とができる｡マルチサーバ環境で,電子メールのメッセ

ージ交換,電子掲示板の共用(同期),アドレス帳の共有,

スケジュールの確認･調整を行うことができる｡

(3)リモートクライアント

電話加入線を介して,遠隔地のクライアントをサーバ

に接続することにより,出張先･自宅からもオフィスと

同じ機能を利用することができる｡

(4)G3ファクシミリ接続

サーバに電話加入繰を接続し,ファクシミリとのデー

タ送受信を行う｡

2.3 他システムとの接続

(1)VOS3,VOS Kとの接続

GroupmaxのⅩ.400接続オプションを使用することによ

り,VOS3(VirtualStorageOperatingSystem3)HOAP-

MAIL/ES,VOS K(VOSKindness)HOAPMAILE2と

の間で,OSI(OpenSystemsInterconnection)ネットワ

ークを介したメール接続を行うことができる｡また,

SMTP※2)ゲートウェイを使用することにより,VOS3

HOAPMAIL/ESとの間では,SMTPプロトコルによっ

てTCP/IPネットワークを介したメール接続もできる｡

(2)他社メールシステムとの接続

他社のⅩ.400メールシステムとメールのやり取りを行

うことができる｡また,CC:Mail双3)などのⅩ.400以外のメ

ールシステムとは,SMTPプロトコルによって接続す

る｡SMTPで接続する場合,相手メールシステム側の

SMTPゲートウェイ(cc:Mailの場合は,"LINK to

SMTP'')とGroupmax側のSMTPゲートウェイとの間

でメッセージ交換およびプロトコル変換を行う｡

(3)商用メールシステムとの接続

SMTI)ゲートウェイを使用することによってインタ

ーネット,およびインターネットとのメール交換をサポ

ートしているPeople紺,Nifty-Serve約などのパソコン

※1)TCP/IPは,米国国防省が標準化したプロトコルである｡

※2)SMTPは,SimpleMail-TransferProtocolの略で,イ

ンターネットプロトコルの一部としてメッセージ交換

のためのプロトコルを規定したものである｡

※3)cc:Mailは,米国LotusDevelopmentCorp.の商品名

称である｡

※4)Peopleは,IBMCorp.の商標である｡

※5)Nifty-Serveは,富士通株式会社の商標である｡
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●電子帳票

●統合操作環境

図2 システム構成

G｢oupmaxはクライアン

トサーバ対応のソフトウェ

アであり,サーバ･クライ

アント間はTCP/lPプロト

コルによって接続する｡ま

た,リモートLANアクセス

機能により,遠隔地とのク

ライアントを電話加入線に

よってサーバに接続するこ

とができる｡
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過信ネットとの間でメールのやり取りができる｡

坦 グループウエア機能の特長

Groupmaxが提供するグループウエア機能の特長につ

し-て以下に述べる｡

3.1統合型グループウエアパッケージの提供

｢システムの早期稼動+,｢さまざまなオフィスワークの

形態への対応+という要請にこたえるため,統合型グル

ープウエアパッケージとして,導入時点からすぐに使用

できる各種アプリケーションを提供するとともに,用途

に応じた商品機能の選択を可能としている｡また,統合

作業環境として,グループウエアとワークフローを統一

的に操作できる環境を提供する｡

3.2 わが国の企業の実情に即したシステムの実現

わが国の企業に最適な形態でのシステムの運用を実現

するために,電子帳票によって図3に示すような印鑑を

使用した帳票･伝票処理を可能としている｡また,電子

メールでは,何々課御中といった組織あてのメール機能

を,電子アドレス帳では,企業の組織階層･職制に対応

した情報の管理機能(図4参照)をそれぞれ提供する｡

3.3 部門内システムから大規模システムに至るまで対応

部門内LANシステムから,広域綱を介したマルチプル

サーバ構成に至るまで対応できる｡また,全社レベルの

ネットワークに適用が可能な,信頼性の高いシステムを

提供する｡

(1)電子メール

マルチサーバ間でのメール交換が可能であり,マルチ

サーバ構成でのメーリングのために,ゲートウェイソフ

トなどを必要としない｡

(2)電子掲ホ板

国
軒取消 伝秋子
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粍 メニ'

旅 費 精 算 書
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哺

i い 三≦盲

図3 印鑑を便用した帳票･伝票処理

従来の帳票･伝票を紙のイメージのままで電子化するとともに,

印鑑を使った承認を行うことができる｡
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図4 組織階層に対応した情報管王里

部･課･係といった組織の階層に対応させて,組織,人に関する

情報を管王里することができる｡

一つのサーバに,閉じたローカル掲示板と,全サーバ

で共通な共用掲示板の2種類の掲示板を設置することが

でき,部門l勺掲示板だけでなく,全社的な掲示板として

利用することができる｡共用掲示板では,あるサーバ

で掲示された内容が,自動的に他の全サーバに配布さ

れる｡

(3)電了一アドレス帳

マルチサーバ対応により,全社規模での個人･組織情

報サービスを可能とする｡また,大規模システムでも通

用可能なように,組織階層に従った絞り込み検索や氏名･

役職などによるダイレクト検索機能を提供し,多数のメ

ンバーの中から目的のメンバーを容易に探し出せるよう

にしている｡

3,4 必要な情報の迅速な入手

(1)電子メール

送信したメールの一覧を表示し,送信メールが配信済

みか,相手が開封済みかといった状況を発信控えの一覧

でビジュアルに確認することができる｡また,受信メー

ルについても未読の受信メールだけを一覧表示したり,

メール送信元(発信者)や主題に含まれる文字列を指定し

て受信したメールを検索することができる｡

(2)電子掲示板

利用目的･用途別に掲示板を階層化して設置すること

ができる｡また,掲示物名に含まれる文字列やキーワー

ドによって掲示物を検索したり,未読掲示物だけを一覧

表示したりすることができる｡

(3)文書情報管理
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ユーザーの自由な観点で文書の分類体系を作成し,一

つの文書を複数の分類体系に登録することができる｡こ

のように多重化した文書は,どの分類体系からもたどる

ことができ,授数の分類体系を重ね合わせて必要な文吉

を探し出すこともできる｡

また,文書の名前･作成口付といった文書属性によっ

て文吉を検索することもできる｡さらに,Bibliotheca/TS

と連携させることにより,全文検索も‾可能としている｡

3.5 グループウエア機能の相互連携

Groupmaxの各製品間で以下の連携を行うことがで

きる｡

(1)電子メールと電子掲示根

電子掲示板の掲示物を電子メールによって配布するこ

とができる｡

(2)電子メールと電子アドレス帳

電子メールの画面から電子アドレス帳を呼び出して

メール送信相手を検索し,あて先を指定することがで

きる｡

(3)電子メールと文書管理

文書管理の画面から電子メールを起動し,文書管理機

能によって管理･格納された文書を配布することができ

る｡また,電子メールで受け取った文書を,文書管理機

能を使用して保存･格納することができる｡

(4)電子メールとスケジュール管理

スケジュール管理の両面から電子メールを起動して,

スケジュール予約をしたメンバーに対して会議資料など

を配布することができる｡

(5)電子メールと電子帳票

電子帳票の両面から電子メールを起勤して,電子帳

票で作成した伝票･帳票を配布･回覧することがで

きる｡

(6)文書管理と電子帳票

電子帳票で作成した伝票･帳票を,文書管理機能を使

拝=/て格納･検索することができる｡

3.6 他アプリケーションとの連携

(1)電子メール･電子掲示板

ワープロソフト,表計算ソフトで作成した文書や表を

電子メールに同封して送付したり,掲示物に添付したり

することができる｡また,ワープロソフトや表計算ソフ

トから直接電子メールを呼び出して,文書･表を送付す

ることもできる｡

(2)ファクシミリ連携

ワープロソフト,を計算ソフトで作成した文書や表を

直接ファクシミリへ送信できる｡また,ファクシミリか

らの受信データをワープロ文書に′切り張りして活川する

ことができる｡

(3)文書情事1i管理

ワープロソフト,表計算ソフトで作成した文書や表を

文書管理機能によって格納することができる｡

(4)電子帳票

CSV(Comma Separated Value)形式のデータ入力機

能により,電子帳票と表計算ソフトとのデータ入出力を

行うことができる｡

また,電子帳票からORACLE削),UNIFY2000※7)など

のデータベースにアクセスすることができる｡

3.7 情報の機密性確保

電子化された企業情報を伝達･管理するうえで,情報

の機密性をいかに確保するかが重要な鍵(かぎ)となる｡

情報の機密性確保について,Groupmaxでは次の三つの

機能により,ネットワークを利用したグループワーキン

グに不可欠なセキュリティを確保することができる｡

(1)アクセス権限による不正アクセスの防止

電イ･掲示板では,掲示板に対するアクセス権により,

掲示板に対する掲示･参照･削除を行うメンバーを特定

することができる｡文書情報管理では,ユーザー,グル

ープなどの単位で各文書に対する書き込み･参月く卜削除

権l眼を設定することができる｡また,スケジュール管理

でも,スケジュールを参照できるメンバーを特定するこ

とができる｡

(2)電了･なつE｢Jによる改ざんチェック

電子帳票では,電子なつ印によって印鑑を使って審査

承認するように,帳票の認証チェックを行うことがで

きる｡

電子なつ印によって帳票に対して承認を行った後,帳

票データの改ぎんがあった場合は,なつ印欄に×仰が付

き,承認が無効であることをホす(図5参照)｡

(3)情報の漏えい防止

電子メールでは｢親墟+という形で,メールデータを

送付することができる｡これにより,万が一･メールを誤

配信してしまったり,第三者が不当に電子メールを開封

しようとしても,機密情報の漏えいを防止できる｡

※6)ORACLEは,米巨l(九acleCorporationの登録商標である｡

※7)UNIFY200()は,米国UllifyCorp.の商品名称である｡
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図5 電子帳票による改ざんチェック

電子なつ印によって帳票･伝票に対して承認を行った後,

することができる｡
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データが修正(改ざん)された場合は,承認を無効とすることによって改ざんを防止

田 おわりに

ここでは,Groupmaxのグループウエア機能について

述べた｡Groupmaxは統合型グループウエアパッケージ

であり,(1)必要最小限のものだけを導入して順次使用ア

プリケーションを拡大していく,(2)1部門内でスタート

して順次適用部署を拡大していくといったことが可能で

ある｡また,わが国の企業文化に適合しており,なじみ

やすいシステム運用を可能としている｡

Groupmaxによって,｢情事技伝達のスピードアップ+,

｢必要な情報の迅速な入手+,｢時間や空間の制約を越えた

情事艮共有+を実現し,オフィスの効率向上･スピードア

ップを図ることができる｡
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